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ふ
る

た
ず

故
き
を
温
ね
て
新
し

き
を
知
る
。
ま
た
は
、

あ
た
た

故
き
を
温
め
て
新
し
き

を
知
る
。
と
も
解
釈
さ

れ
ま
す
。

過
去
の
事
柄
や
学
説

な
ど
を
じ
っ
く
り
と
学

び
、
そ
こ
か
ら
現
実
の

新
し
い
事
態
や
、
そ
の

対
処
法
を
発
見
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
人
を

指
導
す
る
立
場
に
立
つ

こ
う

し

資
格
が
あ
る
。
孔
子
、
論
語
の
言
葉
で
す
。

森
羅
万
象
、
全
て
に
過
去
が
あ
り
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
勿
論
、
私
達
に
於
い
て
も
し
か
り
で
あ
り

ま
す
。

過
去
の
積
み
重
ね
が
今
で
あ
り
、
現
実
で
あ
り

ま
す
。

私
達
は
人
類
が
始
ま
っ
て
以
来
、
血
、
命
が
繋

が
り
今
に
生
き
て
ま
す
。
途
方
も
な
い
歴
史
、
長

さ
か
の
ぼ

い
時
間
で
す
が
、
そ
の
道
の
り
を
遡
り
、
昔
々
へ

と
訪
ね
る
。
そ
こ
に
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
大
切
な
物
を
発
見
、
置
き
忘
れ
て
き
た
事

実
を
知
る
。

そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
身
近
な
祖
父
、
祖

母
、
父
、
母
よ
り
命
を
受
け
継
い
で
い
る
事
や
、

そ
の
時
代
の
歴
史
を
調
べ
る
。

そ
の
歴
史
を
聞
き
学
び
調
べ
て
今
の
事
柄
を
理

は

解
そ
れ
か
ら
先
の
事
に
想
い
を
馳
せ
る
。

こ
の
事
に
由
っ
て
新

し
い
生
命
力
、
元
気
が

湧
い
て
く
る
で
し
ょ

う
。も

う
一
つ
の
家
族
、

ご
先
祖
さ
ま
が
帰
っ
て

来
る
。
亡
き
父
母
が

帰
っ
て
来
る
。
ご
先
祖

さ
ま
の
里
帰
り
の
日
、

「
お
盆
」
心
、
新
た
に

お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。
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第
十
二
回
、
満
足
行
の
最
終
回
、
昨
年
、
歩
き
残

い
ち
の
み
や
じ

き
な
し

し
た
第
八
十
三
番
・
一
宮
寺
の
手
前
、
Ｊ
Ｒ
鬼
無
駅

よ
り
歩
く
。

い
い

だ

四
国
で
一
番
、
飯
田
の
接
待
所

鬼
無
駅
よ
り

の
途
中
、
ト
イ

レ
か
ら
お
茶
の

用
意
ま
で
し
て

く
れ
て
い
る
飯

田
の
接
待
所
が

あ
る
。
誠
に
あ

り
が
た
い
。
一

宮
寺
よ
り
第
八
や
し
ま

十
四
番
・
屋
島

じ寺
ま
で
十
四
㎞
、

高
松
市
街
よ
り

テ
ー
ブ
ル
状
の

屋
島
を
目
指
す
。
が
ん
じ
ん

天
平
の
僧
・
鑑
真
の
開
山
、
源
平
の
古
戦
場
で
名
高

い
。

や

ぐ
り

じ

屋

島

寺

よ

り

八

栗

寺

に

は

義

経

の

檀

ノ

浦

下

り

第
八
十
五
番
・

八
栗
寺
は
屋
島

の
対
岸
、
五
剣

山
の
麓
、
屋
島む

よ
り
急
坂
を
牟

れ

す

礼
に
下
り
、
洲

ざ
き
じ

し
ん
ね
ん
し
ょ
う

崎
寺
の
真
念
上

に
ん人
の
墓
を
参
拝
、
真
念
上
人
は
江
戸
時
代
に
四
国
遍

路
を
広
め
た
人
で
あ
る
。
八
栗
寺
は
五
剣
山
を
背
景

し

ど

じ

に
本
堂
・
大
師
堂
と
並
ぶ
、
第
八
十
六
番
志
度
寺
に

は
長
い
下
り
、
爪
先
が
痛
い
。
志
度
寺
は
非
常
に
歴

史
の
古
い
寺
、
境
内
に
は
五
重
の
塔
が
そ
び
え
る
。

な
が
お

じ

志
度
寺
よ
り
第
八
十
七
番
・
長
尾
寺
に
は
長
尾
街
道

を
歩
く
。

楠
の
大
木
が
歴
史
を
物
語
る
長
尾
寺

長
尾
寺
は
天

台
宗
の
寺
、
掃

除
の
行
き
届
い

た
境
内
に
本
堂
・

大
師
堂
が
整
然

と
並
ん
で
い
る
。

八
十
八
ヶ
所

結
願
所
、
第
八
お
お
く
ぼ

十
八
番
・
大
窪

じ寺
に
は
前
山
ダ

ム
よ
り
標
高
七
に
ょ
た
い

五
〇
�
の
女
体

さ
ん山
越
え
を
す
る
。

か
な
り
の
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
が
結
願
の
寺
に
相
応
し
い
コ
ー
ス

で
あ
る
。

お
お

た
き

じ

残

雪

と

雲

海

の

大

瀧

寺

大
窪
寺
を
参
拝
し
て
別
格
二
十
番
・
大
瀧
寺
に
向

か
う
、
標
高
九
一
〇
�
、
境
内
に
残
雪
の
残
る
大
瀧

寺
を
参
拝
、
境
内
よ
り
の
雲
海
が
美
し
い
。

�
大
師
本
坊
に
宿
泊
し
、
和
歌
山
港
ま
で
船
で
渡

る
。
岩
出
市
よ

り
紀
の
川
沿
い

く

ど
や
ま

に
歩
き
九
度
山

じ
そ
ん
い
ん

町
、
慈
尊
院
に

着
く
。

二
〇
〇
四
年

に
高
野
山
と
高ちょう
い
し
み
ち

野
山
に
登
る
町
石
道
が
、
共
に
世
界
遺
産
と
な
る
。

世

界

遺

産

、

町

石

道

一
町
、
約
一

〇
九
�
ご
と
に

建
つ
町
石
に
導

か
れ
て
登
る
。

杉
並
木
の
美
し

ろ
っ
ぽ
ん
す
ぎ

い
六
本
杉
、
高

野
山
の
守
り

に

う

つ

ひ

神
、
丹
生
都
比

め
じ
ん
じ
ゃ

と
り
い

売
神
社
、
鳥
居

が
二
つ
並
ぶ

「
二
つ
鳥
居
」

ま
た
、
お
大
師

け

さ

さ
ま
が
袈
裟
を

掛
け
ら
れ
た

か
が
み
い
し

石
、
押
し
上
げ
た
石
、
悟
り
を
開
か
れ
た
鏡
石
の
霊

跡
、
大
門
直
下
の
急
登
に
あ
え
ぐ
と
高
野
山
奥
ノ
院

に
ょ
に
ん
み
ち

に
は
お
助
け
地
蔵
よ
り
女
人
道
を
歩
く
。
高
野
山
の

周
囲
を
取
り
囲
む
女
人
道
か
ら
眺
め
る
風
景
は
一
味

違
う
。

奥
ノ
院
を
参
拝
し
第
十
二
回
・
満
足
行
を
終
了
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
よ
り
二
年
間
で
六
回
、
五
十
三

日
、
一
二
九
〇
㎞
を
歩
き
無
魔
無
事
に
成
満
致
し
ま

し
た
。
多
数
の
方
々
よ
り
応
援
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。合

掌

修
行
日
数

七

日

間

歩
行
距
離

一
五
〇
・
八
㎞

「
別
格
二
十
番
・
大
瀧
寺
に
参
拝
し
て
」

愛
知
県

秋

田

誠

二

二
月
二
十
二
日
、
前
日
に
引
き
続
き
、
夏
子
ダ
ム

か
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
。
二
月
と
し
て
は
暖
か
く
霧

雨
の
煙
る
中
、
舗
装
道
を
上
り
始
め
ま
し
た
。
霧
が

私
を
や
さ
し
く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
大
瀧
寺
へ
の
遍

路
道
を
登
る
と
所
々
に
残
雪
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
大
瀧
寺
の
門
前
に
達
し
た
と
き
、
眼
下
に
雲
海
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
赤
い
屋
根
の
大
瀧
寺
の
本
堂

が
私
た
ち
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
満
足
行
パ
ー
ト
５
か
ら
の
参
加
で
今
回
が
二

回
目
の
巡
拝
で
す
が
、
別
格
の
満
願
寺
で
、
し
か
も

昨
日
お
参
り
し
た
大
窪
寺
の
奥
の
院
、四
国
八
十
八
ヶ

所
総
奥
の
院
で
あ
る
大
瀧
寺
に
こ
う
し
て
座
し
て
経

を
唱
え
ら
れ
る
事
が
光
栄
で
し
た
。「
も
し
、
車
で

大
瀧
寺
に
来
て
い
た
ら
、
こ
の
感
激
は
味
わ
え
な

か
っ
た
の
で
は
」
と
思
い
ま
し
た
。
人
は
「
苦
労
し

て
歩
い
て
い
る
」
と
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
苦

労
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
当
た
り
前
の
積
み
重
ね

が
時
に
「
喜
び
」
に
変
わ
り
、「
感
謝
の
気
持
ち
を

持
て
る
の
で
は
」
と
思
い
ま
し
た
。
大
瀧
寺
の
高
み

に
上
ら
せ
て
頂
き
、
感
じ
た
こ
と
で
す
。
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第
十
二
回
、
パ
ー
ト
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平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日
よ
り

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
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昨
年
は
、
お
大
師
さ
ま
が
四
国
霊
場
を
開
創
さ
れ

て
千
二
百
年
、
本
年
は
高
野
山
を
開
創
さ
れ
て
千
二

百
年
の
大
変
意
義
の
あ
る
年
で
あ
る
。
そ
ん
な
有
難

い
年
、
第
十
三
回
目
の
満
足
行
を
開
始
す
る
。

じ
ゅ
う

り

じ
っ

じ

十
里
十
ヶ
寺
の
参
拝
は
忙
し
い

六
月
十
七
日
、

午
前
五
時
、
第

り
ょ
う
ぜ
ん
じ

一
番
・
霊
山
寺

か
ら
参
拝
を
始

め
る
。
初
日
の

参
加
者
は
十
名
、

天
候
は
幸
い
曇

ご
く
ら
く
じ

き
ん
せ
ん
じ

り
、
近
く
の
第
二
番
・
極
楽
寺
、
第
三
番
・
金
泉
寺

だ
い
に
ち
じ

と
足
早
に
打
つ
、
第
四
番
・
大
日
寺
を
参
拝
し
た
頃

ご
ひ
ゃ
く

ら
か
ん
ど
う

に
天
気
は
回
復
、
汗
が
吹
き
出
す
。
五
百
羅
漢
堂
か

じ
ぞ
う
じ

ら
第
五
番
・
地
蔵
寺
、
境
内
に
は
樹
齢
八
百
年
の
大

銀
杏
が
そ
び
え
立
つ
。

た
い

さ
ん

じ

義
経
が
戦
勝
祈
願
し
た
大
山
寺

地
蔵
寺
か
ら
別
格
霊
場
第
一
番
・
大
山
寺
、
約
二

時
間
の
山
登
り
、
山
門
ま
で
の
長
い
石
段
が
疲
れ
を

あ
ん
ら
く
じ

呼
ぶ
、
初
日
は
第
六
番
・
安
楽
寺
に
宿
泊
す
る
。

じ
ゅ
う
ら
く
じ

梅
雨
の
季
節
、二
日
目
の
第
七
番
・
十
楽
寺
は
大
雨
。

く
ま
だ
に

じ

ア
ジ
サ
イ
が
雨
に
映
え
る
熊
谷
寺

第
八
番
・
熊

谷
寺
を
参
拝
し

し
ゃ
か

ね
は
ん
ぞ
う

釈
迦
涅
槃
像
の

御
本
尊
、
第
九

ほ
う
り
ん
じ

番
・
法
輪
寺
を

参
拝
、第
十
番
・

き
り
は
た
じ

切
播
寺
、
厄
坂

の
階
段
に
あ
え
ぐ
。
吉
野
川
の
潜
水
橋
を
渡
り
第
十

ふ
じ
い
で
ら

一
番
・
藤
井
寺
で
あ
る
。

し
ょ
う

さ
ん

じ

感

動

の

焼

山

寺

越

え

朝
五
時
、

藤
井
寺
本
堂

横
よ
り
登
る
、

第
十
二
番
・

焼
山
寺
へ
の

今
に
残
る
大

師
道
。
焼
山

寺
ま
で
十
二

㎞
お
大
師
さ

ま
が
休
ま
れ

ち
ょ
う

ど
あ
ん

た
長
戸
庵
、

り
ゅ
う
す
い
あ
ん

柳
水
庵
、
い

つ
も
感
動
さ

せ
ら
れ
る
一

本
杉
の
お
大

師
さ
ん
と
非

常
に
印
象
に
残
る
へ
ん
ろ
道
、
標
高
七
〇
〇
�
の
焼

山
寺
は
一
面
の
ガ
ス
で
幻
想
的
で
あ
っ
た
。

ど
う

が
く

じ

山
門
が
印
象
に
残
る
童
学
寺

た
ま
が
と
う
げ

焼
山
寺
麓
の
鍋
岩
よ
り
玉
ヶ
峠
に
登
り
、
林
道
を

ほ
ん
み
ょ
う

本
名
に
下
り

別
格
第
二
番
・

童
学
寺
を
参

拝
、
第
十
五

こ
く
ぶ
ん
じ

番
・
国
分
寺

を
参
拝
、
以

前
に
焼
失
し

た
大
師
堂
が

じ
ょ
う
ら
く
じ

再
建
さ
れ
て
い
る
。
第
十
四
番
・
常
楽
寺
、
第
十
三

だ
い
に
ち
じ

番
・
大
日
寺
と
打
ち
戻
る
。
か
ん
の
ん
じ

二
十
一
日
は
第
十
六
番
・
観
音
寺
か
ら
打
ち
始
め

第
十
七
番
・
井
戸
寺
、
地
蔵
峠
を
越
え
第
十
八
番
・

お
ん
ざ
ん
じ

た
つ
え

じ

恩
山
寺
、
第
十
九
番
・
立
江
寺
と
参
拝
す
る
。

幻

想

、

星

の

岩

屋

番
外
、
星

の
岩
屋
は
い

つ
も
感
動
す

る
、
別
格
第
じ
げ
ん

三
番
・
慈
眼

じ寺
は
標
高
四

五
〇
�
、
こ

あ
な
ぜ
ん
じ
ょ
う

こ
は
穴
禅
定

し
ゅ
ぎ
ょ
う

修
行
で
有
名
で
あ
る
。
今
回
は
団
体
修
行
者
が
多
く

修
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

か
く
り
ん
じ

た
い
り
ゅ
う

じ

鶴
林
寺
、太
龍
寺
に
は
史
跡
の
へ
ん
ろ
道

第
二
十
番・

鶴
林
寺
に
は

か
つ
う
ら
ち
ょ
う
た
な
の

勝
浦
町
棚
野

よ
り
登
る
、

鶴
林
寺
よ
り

一
気
に
那
賀

川
に
下
り
、

第
二
十
一
番
・
し
ゃ

太
龍
寺
、
捨

し
ん
が
た
け

身
ヶ
獄
の
お

大
師
さ
ま
を

参
拝
す
る
。

竹
や
ぶ
の
遍

路
道
を
歩
き

第
二
十
二
番
・

び
ょ
う
ど
う
じ

平
等
寺
を
参

み
な
み
ち
ょ
う

ゆ

き

拝
、
美
波
町
由
岐
に
出
る
。

海
の
匂
い
、
景
色
に
ホ
ッ
と
す
る

俳
句
の
小
径
を
楽
し
み
、
厄
除
け
で
有
名
な
第
二

や
く
お
う
じ

十
三
番
・
薬
王
寺
を
参
拝
し
て
�
大
師
本
坊
、
パ
ー

ト
�
で
は
�
大
師
坊
で
打
ち
止
め
と
す
る
。

昔
か
ら
阿
波
の
走
り
遍
路
と
言
う
が
、
ま
さ
に
そ

の
通
り
、
非
常
に
忙
し
い
巡
拝
で
あ
っ
た
。

天
候
は
二
日
ご
と
に
雨
で
は
あ
っ
た
が
、
幾
分
涼

し
く
巡
拝
で
き
ま
し
た
。

合

掌

「
一
本
杉
の
お
大
師
さ
ま
」

広
島
県

�

野

仁

美

第
十
一
番
・

藤
井
寺
か
ら
、

第
十
二
番
・
焼

山
寺
へ
は
「
遍

路
こ
ろ
が
し
」

と
も
呼
ば
れ
る

厳
し
い
道
程
を

辿
り
ま
す
。
小
雨
の
中
「
気
を
つ
け
て
！
」「
休
み

ま
し
ょ
う
！
」
と
声
を
か
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
な

が
ら
登
る
と
、
一
本
杉
の
お
大
師
さ
ま
が
光
に
包
ま

れ
た
お
姿
で
、
待
ち
受
け
て
下
さ
り
ま
し
た
。「
無

事
に
辿
り
着
い
た
ね
。」
と
、
微
笑
み
か
け
て
下
さ

る
よ
う
で
、今
ま
で
の
皆
さ
ん
の
言
葉
一
つ
一
つ
が
、

お
大
師
さ
ま
の
励
ま
し
だ
っ
た
と
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。

巡
拝
中
の
ご
好
意
や
お
接
待
を
有
難
く
受
け
「
心ひと

を
洗
い
・
心
を
磨
く
」
満
足
行
は
喜
び
や
感
動
も
一

し
お入
で
し
た
。

合

掌

人
生
即
遍
路

�
�
�
�
��

�
�
�
	


�
�
�
�
�

第
十
三
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
よ
り

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日

第３番・金泉寺の山門第８番・熊谷寺のあじさい

長戸庵第１２番・焼山寺参道第１５番・国分寺大師堂

別格第３番・慈眼寺本堂第２２番・平等寺への道第２２番・平等寺

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真、そ
の他行事には更新しています、良
かったらご覧下さい。

一本杉のお大師さん

同
行
者

十
三
名

（
途
中
参
加
者
も
含
む
）

歩
行
日
数

九
日
間

歩
行
距
離

二
一
二
㎞

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７６号（平成２７年７月２１日）�



百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�



平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日（
日
）〜

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日（
日
）

八
日
間

第
十
三
回
、
満
足
行
パ
ー
ト
２
は
、
第
二
十
四
番
・

最
御
崎
寺
よ
り
第
三
十
六
番
・
青
龍
寺
ま
で
歩
い

て
巡
拝
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
御
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
十
一
月
十

日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
代
参
巡

拝
後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

日 時 平成２７年１１月１５日（日）～
平成２７年１１月２２日（日） ８日間

集 合 平成２７年１１月１４日（土） 午後５時
�大師本坊 へんろ館

巡 路 第２４番・最御崎寺～第３６番・青龍寺まで
（歩行距離 ２０４㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

������� !��"�#�$�%&'()*�	+,
-%./0�1�����2�(3(����456

※参加申し込み〆切日 平成２７年１０月１９日

参 加 料

１０，０００円

�789:
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	=-9:
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�
�
�
�
��

�
�
	


���

�


�
�
��

お
祀
り
出
来
な
い
方
、お
祀
り
す
る
人
が
い
な
い
方

お
位
牌
預
か
り
、
過
去
帳
記
入
の

方
、毎
日
、お
仏
飯
お
茶
を
お
供
え
し

て
、
各
月
命
日
に
は
読
み
上
げ
供
養

を
致
し
ま
す
。

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
��

�
�

�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	


�
�

�

�

�
��

壱
万
円

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、
檀
木
に
浄

写
し
て
大
柴
燈
護
摩
修
行
に
て
、
ご
祈

念
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
本
お
集
ま
り

次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
。

※
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。お
申
し
出
下
さ
い
。

B
C
�
D
E
F
G

H�

F
I�

J
K
L�

M
N�

H
O
��

仏
教
で
は
苦
し
み
の
根
源
、
迷
い
や
煩
悩
を
「
無
明
・
む
み
ょ
う
」
と
言
い
ま
す
。
炎
は
不
浄
を

燃
や
し
魔
を
除
き
浄
化
し
て
清
め
る
働
き
を
し
ま
す
。
光
明
は
人
が
煩
悩
の
暗
闇
か
ら
脱
却
す
る
た

め
の
道
を
明
る
く
照
ら
し
、
仏
の
智
慧
と
救
い
を
現
し
ま
す
。
こ
の
献
灯
を
供
え
る
こ
と
が
明
か
り

を
頼
り
に
現
世
の
私
達
の
も
と
へ
導
か
れ
、
智
慧
を
以
て
悟
り
を
得
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

PAQR�STUVWPXYR�Z[V0\

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は
各自、個人負担

第１３回

（平成２７年７月２１日）第７６号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

高野山真言宗参与会事務局

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

中
国
・
北
京
市

張
桂
菊

賀
師
親
友

広
島
県

小
島
美
恵
子

香
川
県

浮
田
ト
シ
子

平
成
二
十
六
年
十
二

月
一
日
よ
り
平
成
二

十
七
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
お
花
代
、
お

供
え
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
方
で
す
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

不不

動動

明明

王王

ごご
浄浄
財財
ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

�
�
�
�
�
��

�
	�

�
�
�


�

�
�

�

�
�
��

�


�
�
�
�
�
�
��

鯖
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
!
"
#
$�

%
&
'
�
(
)
*
 
+
,�

-
�
.
/
0
�
1
2
�
�
3
4

おお
彼彼
岸岸
はは
年年
二二
回回
、、
春春
分分
のの
日日
とと
秋秋
分分
のの
日日
をを
（（
ちち
ゅゅ
うう
にに
ちち
））
とと
しし
前前
後後
のの
三三
日日
をを
合合
わわ

せせ
たた
七七
日日
間間
をを
いい
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
日日
はは
昼昼
とと
夜夜
のの
長長
ささ
がが
同同
じじ
とと
なな
りり
、、
仏仏
教教
でで
はは
「「
迷迷
いい
」」
とと
「「
ささ
とと
りり
」」
のの
境境
地地
でで

ああ
りり
「「
現現
世世
」」
とと
「「
浄浄
土土
」」
のの
接接
すす
るる
日日
とと
いい
わわ
れれ
迷迷
いい
のの
ここ
のの
世世
界界
かか
らら
、、
川川
のの
向向
ここ
うう
岸岸

のの
悟悟
りり
のの
世世
界界
にに
渡渡
るる
たた
めめ
のの
教教
ええ
（（
六六
波波
羅羅
蜜蜜
））
をを
守守
りり
、、
日日
々々
のの
行行
いい
をを
慎慎
むむ
のの
がが
本本
来来

のの
彼彼
岸岸
のの
意意
味味
でで
すす
。。

5
6
7
8
9
�

【【
布布
施施
】】
他他
人人
へへ
施施
しし
すす
るる
ここ
とと

【【
忍忍
辱辱
】】
不不
平平
不不
満満
をを
言言
わわ
ずず
耐耐
ええ
忍忍
ぶぶ

【【
禅禅
定定
】】
心心
をを
安安
定定
ささ
せせ
るる
ここ
とと

【【
持持
戒戒
】】
戒戒
をを
守守
りり
、、
反反
省省
すす
るる
ここ
とと

【【
精精
進進
】】
精精
進進
努努
力力
すす
るる
ここ
とと

【【
智智
慧慧
】】
真真
実実
をを
みみ
るる
智智
慧慧
をを
働働
かか
せせ
るる

.
/
�


)
:
	
;
<
+
=
>
?
�

�
@
0
A
B
�

本本
来来
はは
毎毎
日日
心心
がが
けけ
るる
事事
でで
すす
がが
、、
日日
頃頃
はは
忙忙
しし
くく
実実
行行
でで
きき
なな
いい
まま
でで
もも
春春
とと
秋秋
のの
年年
二二

回回
くく
らら
いい
はは
六六
波波
羅羅
蜜蜜
をを
実実
践践
しし
、、
自自
然然
のの
恵恵
みみ
をを
たた
たた
ええ
生生
物物
をを
慈慈
しし
みみ
、、
生生
かか
ささ
れれ
てて
いい

るる
私私
たた
ちち
がが
、、
ごご
先先
祖祖
ささ
まま
にに
対対
すす
るる
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
ごご
供供
養養
下下
ささ
いい
。。

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７６号（平成２７年７月２１日）�



千
葉
県秋

谷

和

夫

秋

谷

光

枝

東
京
都宮

崎

博

宮

崎

篤

清

水

み
ど
り

愛
知
県匿

名

石

田

圭

祐

石

田

ひ
と
み

京
都
府米

田

昌

裕
二
体

大
阪
府竹

中

さ
つ
き

二
体

島
根
県山

塚

豊

子

岡
山
県玉

木

ク
ニ
ヱ

徳
島
県白

野

い
づ
み

福
岡
県中

島

健

翔

松

田

陽

子

大
分
県岡

本

小
夜
子

松

尾

晴

美

長

峰

健

一

渡

辺

新

一

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
五
十
九
番

国
分
寺

兵
庫
県遠

周

照

峯

西

田

悦

子

第
六
十
二
番

宝
寿
寺

東
京
都塩

澤

眞

睦

静
岡
県㈱

ト
リ
ー
ト

島

津

保

大
阪
府土

岐

信

子

兵
庫
県筒

井

絹

子

福

原

照

男

福

原

妙

子

香
川
県玉

川

一

子

白

山

福

義

第
八
十
一
番

白
峰
寺

山
口
県伊

藤

栄

治

伊

藤

信

定
二
口

伊

藤

唯

生

加

納

幸

雄

加

納

都
二
口

久

保

修

二

久

保

早

苗

久

保

博

司

久

保

満

子

久

保

雄

一

久

保

隆

志

山
口
県坂

本

司

郎

小

池

芳

文

小

田

志
保
子

小

田

秀

彦

小

林

研
一
郎

小

林

博

行

松

�

和

行

浅

田

み
の
り

大

野

真

弓

田

中

め
ぐ
み

田

中

一

晃

田

中

千
恵
子

藤

井

幸

子

藤

田

亮

平

能

見

千

恵

野

村

清

林

知

明

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

び
ゃ
く

え

か
ん

ぜ

お
ん

ぼ

さ
つ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

だ
い
じ
だ
い
ひ

大
慈
大
悲
の
心
で
、私
た
ち
を
苦
し
み
か
ら
救
い
導
く
仏
、観
音
さ
ま
に
お
願
い
を
!!

しし
ゃゃ
ばば

せせ
かか
いい

娑娑
婆婆
世世
界界
（（
現現
世世
界界
））
にに
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
がが
いい
っっ
ぱぱごごくく

いい
ああ
りり
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
はは
、、
ここ
のの
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
かか
らら
救救
うう
たた
めめ
、、
極極

らら
くく
じじ
ょょ
うう

どど

楽楽
浄浄
土土
のの
世世
界界
よよ
りり
娑娑
婆婆
世世
界界
にに
降降
りり
てて
きき
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
三三
十十
三三
通通
りり
のの
姿姿
にに
変変
わわ
りり
、、
私私
たた
ちち
一一
人人
一一
人人
のの
事事
情情
にに
応応

じじ
てて
、、
そそ
のの
姿姿
をを
変変
ええ
救救
いい
のの
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま

のの
手手
がが
長長
いい
のの
はは
、、
やや
ささ
しし
いい
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
くく
れれ
るる
とと
いい
うう
慈慈
悲悲
のの
形形

のの
表表
れれ
でで
すす
。。

観観
音音
ささ
まま
にに
おお
願願
いい
事事
のの
ああ
るる
方方
、、
永永
代代
のの
ごご
供供
養養
をを
望望
まま
れれ
るる
方方
はは
、、

願願
主主
にに
なな
らら
れれ
、、
ごご
加加
護護
をを
受受
けけ
らら
れれ
まま
すす
よよ
うう
おお
勧勧
めめ
致致
しし
まま
すす
。。

白衣観世音願主料

弐 万 円
（１体１願）

◎お願い事、お名前を刻印し
御祈念後、西国三十三観
音お砂踏み霊場に奉安し
ます。

※※
観観
音音
ささ
まま
奉奉
安安
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
、、
おお
申申
しし
出出
下下
ささ
いい
。。
申申
込込
用用
紙紙
をを
おお
送送
りり
致致
しし
まま
すす
。。
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不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。
蓮
の
華
に
い
だ

か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の

お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
尊
い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華

台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各
霊
場
側
面
に

府
県
名
、
ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、
お
願
い
事
、
施
主
名

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代
にご供養致します。

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺
で
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（平成２７年７月２１日）第７６号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）
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北
海
道吉

鷹

美

枝

東
京
都大

松

慈

永

徳
島
県河

野

守

義

北
海
道篭

瀬

枝
美
子

東
京
都

（
代
表
）

飯

島

睦

子

東
京
都

（
代
表
）

平

田

澄

子

長
野
県臼

田

悦

子

愛
知
県小

久
保

勝

巳

（
代
表
）

葛

山

定

枝

大
阪
府森

昭

子

（
代
表
）

野

村

妙

観

兵
庫
県松

浦

幸

子

岡
山
県天

野

恒

道

徳
島
県松

島

昌

子

島

秀

子

南

る

み

徳

善

榮

子

愛
媛
県近

藤

久

子

高
知
県江

渕

亀
代
子

佐
賀
県田

中

康

夫

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

北
海
道吉

鷹

美

枝

静
岡
県山

本

進

大
阪
府土

岐

信

子

愛
媛
県真

木

ミ

ヤ

愛
媛
県稲

井

準

市

竹

田

寛
三
郎

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
二
十
七
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

ごご
奉奉
納納
文文
字字
数数

現現
在在

�
�
�
�
�

�
�
�

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

����� ��	
��
�
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２７年６月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の

方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し

出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出

下
さ
い
、
お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お
写
経
奉
納
料

一
巻（
一
枚
）千
円

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
、
願

い
を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
お
願
い
事
を
般
若
心
経
・
多
宝
塔
の
観
音
様
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空

界
へ
と
届
け
て
戴
き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
、
一
折
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴
を
完

成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

多宝塔内、奉安

�
�
�

��

�
�
�
�

平
成
２５
年
１１
月
３
日
よ
り
平
成
２７
年
６
月
３０
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子

宝
、
出
産
、
試
験
等
の
諸
願
成
就
の

為
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
鎮
魂

の
為
、様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、

お
祈
り
下
さ
い
。

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７６号（平成２７年７月２１日）�



十
一
月
二
日（
月
）

「
大
祭
、
前
夜
祭
」

午
後
七
時
よ
り

飛
天
の
研
究
、
第
一
人
者
で
あ
り
画
家
・
吉
永
邦
治
師
が
心
魂
を
注
ぎ
三
年
の

月
日
を
か
け
完
成
さ
せ
た
、
飛
天
の
ご
開
帳
結
縁
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

法
要
後
に
は
塔
内
に
入
り
、
飛
天
さ
ま
と
結
縁
を
結
ん
で
戴
き
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
飛
天
曼
荼
羅
空
間
を
ご
体
感
下
さ
い
。

※
宿
泊
予
約
は
十
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

ご
法
礼
大
祭
十
一
月
三
日（
火
）

文
化
の
日

■
行

事

水
琴
千
体
地
蔵
尊
御
供
養

（
駐
車
場
）
午
前
九
時

家
内
安
全
大
般
若
経
法
要

（
本

堂
）
午
前
十
時

厄
除
開
運
大
柴
燈
護
摩

（
駐
車
場
）
午
後
一
時

七
難
即
滅
火
渡
り
修
行

（
駐
車
場
）
午
後
二
時

奉
祝
大
も
ち
投
げ

（
駐
車
場
）
午
後
三
時

※
う
ど
ん
お
接
待

本
年
も
ご
法
礼
大
祭
を
盛
大
に
ご
修

行
し
ま
す
。
ご
参
加
ご
拝
顔
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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の
し
、
宛
て
名
お
書
き
し
ま
す
。

※
初
盆
の
お
供
え
・
お
返
し
、
満
中
陰
の
返
礼
、
法
事
の
粗

供
養
、お
中
元
等
で
、多
数
ご
利
用
の
方
は
宛
て
名
書
き
し
た
、

の
し
を
同
封
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
注
文
の
際
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

大般若経法要

大柴燈護摩修行

火渡り修行

奉祝大もち投げ

（平成２７年７月２１日）第７６号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


